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がん治療では個別化医療が進んでいるが、難治性がんでは、対応する
分子標的薬や抗体薬物複合体(ADC)が存在しないケースも多い。
上記の課題を解決するために、独自の細胞改変技術を用いて、バイオマーカーに
依存せずにがん選択性を持ち、かつ副作用も少ない抗がん剤の創出を目指す。

がん細胞

改変がん細胞

①患者から
がん細胞を摘出 ②がん細胞を

形質転換

③抗がんEVを
抽出・精製

④品質検査

⑤患者へ投与

抗がんEV

都立大
技術• コア技術となる薬剤増産の現実的な手法の検討

• 要開発要素の同定と優先度決定

• 浸潤性で根治が難しい脳がんに新しい治療概念を提供し、薬剤送達が課題と
なる悪性脳腫瘍や、累積毒性が制約となる希少がんにも適応拡大が可能と
見込むことから、市場規模は1兆円に上ると推計

• 安全性・有効性とMoAデータの取得が完了し、現在特許出願準備中
• パイプライン開発・製造プロセス開発を並行し事業化を目指す
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